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ダイヤ高齢社会研究財団の博士研究員の安と申
します。よろしくお願いいたします。ここでは当
財団が昨年度から開始した三菱グループ・リサー
チモニター・プロジェクトの一環として実施した

「仕事と介護の両立に関する調査」の中から、ワー
キングケアラーとその予備群に関する結果をご報
告いたします。

1 ．調査概要
この調査は働く人の介護に関する現状を包括的

に把握することを目的に、既に介護をしている社
員の状況に加え、その前段階にある社員の生活状
況や職場環境などを調査しました。この発表では
介護の有無や近い将来に介護を担う可能性につい
てご報告します。調査は三菱グループに所属して
いる企業の社員を対象とし、各社のイントラネッ
トを活用したオンライン形式で実施し、無記名で
の回答をお願いしました。2024年の 7 月に開始
し、この発表では 8 月までに調査が完了した 4
社、合計 1 万9286名のデータを基にまとめまし
た。（図 2 － 2 ）

この調査では、日常生活において入浴、着替
え、トイレ、移動、食事などの動作をする際に、

第 2 部　主催団体からの情報提供

令和 6年度「仕事と介護の両立に関する調査」
－ワーキングケアラー・予備群－

公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団　研究部　博士研究員

安 順姫

図2－1

図2－2

29101534-1シンポジウム記録集.indb   1629101534-1シンポジウム記録集.indb   16 2025/03/13   18:09:542025/03/13   18:09:54



‒ 17 ‒

令和 6 年度「仕事と介護の両立に関する調査」

何らかの介助や手助けを行っている社員を介護を
している人、すなわち「ワーキングケアラー」と
しました。介護が始まると日常生活の中で介護を
必要とする人、要介護者に対しては公的介護保険
などが適用されますし、介護をしている社員に対
しても企業による仕事と介護の両立支援が行われ
るようになってきています。しかし、介護をして
いない社員にも親に対して既に生活面でのサポー
トをしている人や、親の健康に不安を抱えている
人もいると考えられます。これらの社員を「ワー
キングケアラー予備群」としました。（図 2 － 3 ）

両親の健康への不安や生活面でのサポートに関
して社員が負担を感じたとしても、ワーキングケ
アラー予備群に対するサポートはほとんどなく、
家族である社員が担う必要があります。この層に
含まれる人は、近い将来介護を担う可能性があ
る、あるいは、本人は認識していないが既に介護
が始まっていると思われる人もその中に含まれる
可能性もあります。もう一つの層は健康不安など
がある親がいない社員で、当面介護を担う可能性
が少ない人です。この調査では年齢などの制限を
設けておらず、全社員を対象とすることでこれら
の実態を把握しました。

2 ．結果
回答者の年齢分布を見ると、45歳から64歳まで

の社員が多かったですが、40歳未満の社員からも
一定数の回答があり、幅広い年齢層の社員から回
答が得られました。

最初に、働きながら家族の介護をしている人、
つまりワーキングケアラーの割合を見ると、回答
者全体の10.7％を占めていました。

次に年齢別に見ると、ワーキングケアラーの割
合が最も多かったのは55～59歳で、次が60～64
歳。全体で見ると59歳までは年齢が上がるにつれ
て介護を担う割合が増加していることが分かりま
した。

また、ワーキングケアラーの介護の状況につい
て結果の一部をご紹介します。「介護をしている」
と回答した社員が何人の家族を介護しているかを
見ると、 8 割は「 1 人」の家族を介護しています
が、約 2 割が「 2 人以上」つまり複数の家族を介
護していることが分かりました。

さらに、回答者以外に介護を担っている家族の
有無については、自分以外に介護を担っている家
族が「いない」と回答した社員が26.9％でした。
このように、ワーキングケアラーの約 3 割は介護
をするに当たって頼れる家族がいない状況である
ことが分かりました。
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ここであらためてこの調査でのワーキングケア
ラー予備群とは何かについてご説明します。調査
概要でも少しご説明しましたが、この調査での
ワーキングケアラー予備群とは、①日常生活にお
いて、親に対して生活支援をしている。②親の健
康状態に対する心配がある。この二つの要素のど
ちらか一つに当てはまる親が 1 人以上いる社員と
しました。結婚している場合は、配偶者の親も含
みます。

生活支援においては、掃除や洗濯、食事の支
度、ペットの世話などの日常的な家事の手伝い、
携帯電話や家電などの操作方法といったちょっと
した困り事への対応などが含まれます。健康状態
においては、体力の低下やもの忘れ、認知機能の
低下に心配がないかを尋ねました。

介護をしていない社員における二つの要素それ
ぞれの実態について見てみます。まず、日常生活
において、親に対して生活支援をしているかどう
かについては「している」と回答した社員が、介
護をしていない社員の52.3％であり、既に半数以
上の社員が親に対して生活支援を行っていること
が分かりました。

では実際にどんなサポートをしているのか、そ
の内容をご紹介します。親に対する生活支援の内
容で多かったのは、「ちょっとした困り事への対
応」と「精神的な支援」で、それぞれ約 3 割でし
た。ここでのちょっとした困り事への対応は、先
ほど説明した携帯電話や家電などの操作方法のほ
かに、故障時の対応や蛍光灯の交換などが含まれ
ます。精神的な支援は、話し相手や相談相手、電
話、定期的な訪問などが含まれます。（図 2 － 4 ）

次に親の健康状態に対する心配があるかどうか
については「ある」と回答した社員が、介護をし
ていない社員の57.4％を占めていました。

その内容を見ると、「体力の低下」に関する心
配が最も多く47％。次に「物忘れ・認知機能の低
下」が27％。「気分の落ち込み・不安」に対する
心配が16％でした。（図 2 － 5 ）

①親に対して生活支援をしている、②親の健康
状態に対する心配がある、この二つの要素を基に
算出したワーキングケアラー予備群の割合を年齢
階層別に調べました。その結果、ワーキングケア
ラー予備群は40代・50代で多いことが分かりまし
た。一方で、若い世代について見てみると、30代
では 6 割の社員が、29歳以下では半数近くがワー
キングケアラー予備群に該当していることが分か
りました。

最後に、ワーキングケアラー予備群に該当する
社員の仕事と介護の両立への思いについての結果
を円グラフに示しました。もしあなたが介護する
ことになった場合、現在の職場で介護しながら仕
事を続けることができるかどうかという質問に対
して、半数以上の人が「働き方を変えれば続けら
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れる」と回答しています。その一方で、現在の職
場では仕事と介護の両立が難しいと感じている社
員が約 2 割いました。（図 2 － 6 ）

3 ．まとめ
今回の 4 社、 1 万9286名を対象とした実態調査

の結果、ワーキングケアラーは全体の10.7％を占
めていました。また、ワーキングケアラー予備群
は全体の58.9％に達しており、この層に含まれる
人は将来介護を担う可能性があると考えられま
す。全体の30％は、今回の調査の予備群には該当
しなかった社員となります。（図 2 － 7 ）

次に、今回の調査から見えたワーキングケア
ラー予備群についてまとめます。社員全体の約 6
割がワーキングケアラー予備群でした。年齢別に
見ると40代・50代で多かったですが、29歳以下・
30代の若い世代にも予備群が存在することが分か
りました。また、予備群の約 7 割が介護をするこ
とになった場合、今までどおりの働き方では両立
が難しいと思っていました。（図 2 － 8 ）

今後の取り組みです。本日は速報として 4 社の
結果をご報告しましたが、この調査は現在も実施
中です。今後はこれらの結果を合わせまして、三
菱グループ・リサーチモニター・プロジェクト関
連特設ホームページに随時結果を更新していく予
定です。また、次年度からの第 2 段階では、現在
介護をしている社員などを対象に具体的な支援
ニーズを把握するための追跡調査を行う予定で
す。

最後になりましたが、本調査の結果が今後の介
護離職防止に向けた支援策を検討する際の参考資
料になれば幸いです。ご清聴ありがとうございま
した。
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